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日
程
第

ー，、

一
議
案
第
三
十
五
号

一
議
案
第
三
十
四
号

日
程
第
二

議
案
第
三
十
二
号

日
程
第
三

議
案
第
三
十
三
号

日
程
第
四

日
程
第
五

請
願
第

発
議
案
第

号

四

号

日
程
第
六

議
案
第
三
十
六
号

康!原

開

~ 
..::> 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

昭
和
五
十
七
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
〈
第
一
号
〉

館
山
市
立
博
物
館
設
置
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

館
山
市
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

地
域
の
公
共
交
通
確
保

K
関
す
る
請
願
書

日
中
国
交
正
常
化
十
周
年
を
祝
賀
し
、
中

国
及
び
養
父
母

K
感
謝
す
る
決
議

K
つ
い

て財
産
の
取
得

K
つ
い
て

議

午
前
十
時
十
五
分
開
議

O
議
長
(
林
豊
君
)
本
日
の
出
席
議
員
数
二
十
四
名
。
と
れ
よ

b
第
二
回

市
議
会
定
例
会
第
四
日
の
会
議
を
開
会
し
直
ち
に
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

議

案

の

配

付

O
議
長
(
林
曲
賞
君
)
議
案
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
。

配
付
漏
れ
は
あ

b
ま
せ
ん
か
o
l
-
-
配
付
漏
れ
念
し
と
認
め
ま
す
。

本
日
の
議
事
は
か
手
元

K
配
付
の
日
程
表
に
よ

b
行
い
ま
す
。

議

案

の
日
程
第
一
、
議
案
第
三
十
一
号
、
議
案
第
三
十
五
号

O
議
長
(
林

豊
君
)

上

程

斗=

-87-



及
び
議
案
第
三
十
四
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
報
告

s .f7、4

O
議
長
(
林
豊
君
)
た
だ
い
ま
議
題
と
な

b
ま
し
た
各
議
案
は
、
去
る
六

月
二
十
二
日
の
本
会
議
K
な
い
で
総
務
委
員
会
K
付
託
さ
れ
た
も
の
で
あ

b

ま
す
。よ

っ
て
、
と
れ
よ

D
各
議
案

K
対
す
る
総
務
委
員
会
k
b
け
る
審
査
の
経

過
並
び

K
結
果
に
つ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
横
溝
功
君
。
御
登
壇
願
い
ま
す
。

(
総
務
委
員
会
委
員
長
横
溝
功
君
登
壇
)

O
総
務
委
員
会
委
員
長
(
横
溝
功
君
)
去
る
六
月
二
十
二
日
開
会
の
本
会

議
k
h
v
き
ま
し
て
総
務
委
員
会

K
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
第
三
十
一
号
、
第

三
十
五
号
及
び
第
三
十
四
号
K
つ
き
ま
し
て
、
二
十
三
日
総
務
委
員
会
を
開

会
し
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
原
案
ど

b
b
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

次
K
、
審
査
の
経
過
K
つ
い
て
主
左
る
事
項
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
三
十
一
号
館
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

K
つ
い
て
で
す
が
、
低
所
得
者

K
対
す
る
減
額
措
置

K
つ
い
て
は

賦
課
の
公
平
を
期
す
る
上
か
ら
も
実
態
を
よ
く
把
握
し
配
慮
す
る
と
と
を
要

望
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
議
案
第
三
十
五
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
K
つ
い
て
で
す
が
、
周

辺
整
備
K
対
す
る
土
地
買
収
K
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
と
と
ろ
、
駐
車
場
等
鋭

意
地
権
者
と
折
衝
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
と
の
点

K
つ
き
ま

し
て
万
遺
漏
左
き
を
期
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
本
館
工
事
と
分
館
工
事
の
工
事
請
負
業
者
が
同
じ
で
あ
る
が
と
の

4‘ 
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説
明
を
求
め
た
と
と
ろ
、
博
物
館
準
備
室

K
-砕
い
て
、
博
物
館
、
資
料
館
、

美
術
館
等
の
文
化
施
設
の
施
工
実
績
の
あ
る
業
者
、
館
山
市
の
公
共
工
事
の

指
名
実
績
の
あ
る
業
者
と
い
う
基
準
K
基
づ
き
選
定
し
ち
館
山
市
建
設
工
事

等
指
名
業
者
選
出
審
査
会
の
議
を
経
て
、
市
外
か
ら
十
五
社
、
市
内
か
ら
五

社
の
計
二
十
社
を
指
名
し
、
入
札
は
三
回
目
を
も
っ
て
落
札
し
た
と
の
経
過

説
明
が
あ

b
ま
し
た
。

次

K
、
議
案
第
三
十
四
号
昭
和
五
十
七
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

第
一
号

K
つ
い
て
で
す
が
、
正
木
の
ど
み
処
理
場
移
転
後
k

b
け
る
温
水
プ

ー
ル
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う
に
在
る
か
を
質
問
し
た
と
と
ろ
、

現
在
の
施
設
を
活
用
し
運
営
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
る

D
ま
し
た
。

次
K
、
ス
ク
ー
ル
パ
ス
関
係
で
ど
の
よ
う
な
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
を

質
問
し
た
と
と
ろ
、
乗
車
す
る
児
童

K
関
係
す
る
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
と
自
動
車
損
害
共
済
基
金
分
担
金
、
長
期
及
び
短
期
分

K
加
入
し
て
い
る

と
の
説
明
が
あ
b
ま
し
た
。

次
K
、
ス
ク
ー
ル
パ
ス
運
転
の
臨
時
職
員
の
年
齢
を
質
問
し
た
と
と
ろ
、

大
正
十
三
年
生
ま
れ
一
人
、
昭
和
二
年
生
ま
れ
一
人
で
あ
る
と
の
答
弁
が
る

り
ま
し
た
。
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次
K
、
地
元
で
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
好
評
で
あ

b
、
そ
の
存
続
を
要
望
す

る
声
が
あ
る
と
聞
く
が
、
市
の
ほ
う
は
ど
の
よ
う

K
受
け
止
め
て
い
〈
の
か

を
た
だ
し
た
と
と
ろ
、
現
在
の
ス
ク
ー
ル
パ
ス
運
行
と
同
じ
よ
う
な
方
法
で

国
鉄
パ
ス
が
運
行
で
き
る
時
点
で
国
鉄
K
切
b
か
え
て
い
き
た
い
、
学
校
運

営
を
細
か
〈
考
え
て
い
く
と
、
ク
ラ
ブ
活
動
等
の
面
で
国
鉄
K
切
D
か
え
た

ほ
う
が
使
剰
な
面
が
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

b
ま
し
た
が
、
切

b
か
え
の
際
K

は
問
題
の
な
い
よ
う
特
段
の
配
慮
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
K
、
通
学
道
路
の
整
備
K
つ
い
て
、
も
っ
と
早
く
で
き
な
い
の
か
を
質

'‘テ
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問
し
た
と
と
ろ
、
国
鉄
の
要
望
も
あ
り
、
そ
の
と

b
b
計
画
し
、
設
計
し
、

四
月
早
々
着
工
し
、
か
な

b
の
部
分
を
完
了
し
た
。
左
hv
、
御
指
摘
の
と
b

D
完
了
し
て
い
左
い
部
分
に
つ
い
て
は
来
月
中
K
完
成
す
る
と
の
答
弁
が
あ

b
ま
し
た
。

次
に
、
浜
白
か
ら
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
生
徒
を
父
兄
が
出
迎
え
て
い
る

事
実
が
あ
る
の
か
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
初
め
は
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
増
発

使
を
な
願
い
し
た
の
で
、
特
別
の
事
情
の
左
い
限
b
そ
う
い
う
と
と
は
老
い

と
の
答
弁
が
あ
b
ま
し
た
。

次

K
、
東
回

b
、
西
田
b
c
遂
行
回
数
を
同
じ
に
で
き
左
い
の
か
を
質
問

し
た
と
と
ろ
、
閉
じ

K
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
b
り
、
国
鉄
K
折
衝
中
で

あ
る
と
の
答
弁
が
あ
h
y

ま
し
た
。

次

K
、
旧
西
小
、
東
小
の
校
舎
解
体
は
ど
の
よ
う

K
な
っ
て
い
る
か
を
た

だ
し
た
と
と
ろ
、
旧
東
小
に
つ
い
て
は
入
札
を
終
え
て

b
b
、
旧
西
小

K
つ

い
て
も
現
場
説
明
の
上
、
至
急
取
h
y
壊
し

K
か
か
る
と
の
答
弁
が
あ

D
ま
し
た
。

次

K
、
旧
し
尿
処
理
場
用
地
の
擁
壁
工
事
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
と
の

土
地
は
旧
地
主

K
返
す
と
と

K
念
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
際
は

買
収
価
格
で
返
す
の
か
を
た
だ
し
た
と
と
ろ
、
工
事
場
所
は
道
路
の
法

K
左

っ
て
い
る
部
分
で
崩
落
の
危
険
が
あ
る
の
で
、
道
路
保
護
と
用
地
を
完
全
な

形
で
旧
地
主

K
返
そ
う
と
す
る
た
め
の
工
事
で
あ
る
、
ま
た
買
収
し
た
と
き

の
土
地
の
価
格
で
旧
地
主
が
買
い
戻
す
と
い
う
約
束
K
念
っ
て
い
る
と
の
答

弁
が
あ
h
y

ま
し
た
。

次
K
、
ひ
じ
き
漁
業
再
生
産
対
策
事
業
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

と
れ
は
千
倉
町
千
回
沖
で
座
礁
し
た
貨
物
船
の
重
油
流
出
K
よ
る
被
害
対
策

の
も
の
で
あ
る
と
思
う
が
、
来
年
度
の
補
助
金
と
生
産
の
見
通
し
は
ど
う
か

と
た
だ
し
た
と
と
ろ
、
来
年
度
は
補
助
金
が
な
い
と
思
う
、
ま
た
生
産
の
ほ

→ 
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う
も
影
響
は
左
く
な
る
と
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ

b
ま
し

た。
次
に
、
ど
み
処
理
場
建
設
の
年
次
別
の
工
程

K
つ
い
て
た
だ
し
た
と
と
ろ
、

補
助
金
の
交
付
配
分
は
初
年
度
一

O
%、
二
年
百
五

O
婦
、
三
年
目
四

O
婦

と
な
ヨ
て
い
る
。
初
年
度
は
地
下
構
造
物
、
煙
突
、
二
年
目
は
本
体
工
事
の

五

O
d
w
K
井
戸
、
三
年
目
は
残

D
の
本
体
工
事
、
浄
水
施
設
、
造
園
工
事

K

な
る
と
の
答
弁
が
る

b
ま
し
た
。

以
上
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
本
委
員

会
の
審
査
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

満
場
の
御
賛
同
を
賜

b
ま
す
よ
う
b
願
い
申
し
上
げ
、
総
務
委
員
会
委
員

長
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
林
豊
君
)
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
わ

b
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
K
つ
い
て
御
質
疑
を
願
い
ま
す

o
l
l
-
御
質
疑

念
し
と
認
め
ま
す
。
以
上
で
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。
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討

論

O
議

長

(

林

と

れ

よ

D
討
論

K
入
b
ま
す
。

通
告
が
あ

b
ま
す
の
で
発
一
言
を
許
し
ま
す
。

一
番
議
員
神
田
守
隆
君
。
御
登
壇
願
い
ま
す
。

(
一
番
議
員
神
田
守
隆
君
登
壇
)

O
一
番
(
神
田
守
隆
君
)
議
案
の
第
三
十
一
号
館
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
反
対
の
討
論
を
い
た
し
ま
す
。

国
保
税
は
、
市
民
の
最
も
重
い
税
と
な
っ
て

b
b
、
も
は
や
市
民
の
担
税

力
の
限
界
を
超
え
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

市
長
は
、
国
保
税
が
年
々
ふ
え
て
い
〈
と
と

K
憂
慮
し
て
い
る
、

豊
君
)

一
般
会



計
か
ら
繰
b
入
れ
に
つ
い
て
老
人
保
健
法
の
推
移
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
と

石
井
議
員
へ
答
え
て
い
ま
す
が
、
と
れ
は
高
く
左

D
過
ぎ
た
国
保
税
の
現
状

を
市
長
自
身
が
認
め
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

事
実
、
一
世
帯
当
た

D
平
均
九
万
七
千
百
十
四
円
と
い
う
国
保
税
は
、
前

年
度
K
比
べ
て
も
一
一
一
係
も
ふ
え
て
い
ま
す
。

と
う
し
た
と
き
の
た
め

K
と
そ
活
用
す
る
の
が
財
政
調
整
基
金
で
す
。
と

れ
ま
で

K
蓄
え
た
国
保
の
財
政
調
整
基
金
を
取

D
く
ず
し
、
国
保
税
の
軽
減

に
充
て
る
と
と
を
強
〈
主
張
い
た
し
を
し
て
、
反
対
の
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
林
豊
君
)
以
上
で
一
番
議
員
君
の
討
論
を
終
わ

b
ま
す
。

以
上
で
通
告
者
K
よ
る
討
論
を
終
わ

b
ま
す
。

通
告
を
し
左
い
議
員
で
討
論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
一
二
番
議
員
栗
原
一
雄
君
登
壇
)

O

一
二
番
(
栗
原
一
雄
君
)
議
案
第
三
十
一
号

K
賛
成
の
討
論
を
行
い
ま
す
。

館
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い

て
は
、
本
市
の
国
保
被
保
険
者
の
人
口
構
成
は
、
一
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
K

伴
い
、
療
養
給
付
費
の
増
大
K
よ
ョ
て
国
保
財
源
を
圧
迫
い
た
し
て

b
b
ま

す
。
し
た
が
っ
て
財
源
の
危
機
的
状
況
は
、
現
行
法
で
は
さ
ら

K
深
刻
化
ず

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
相
扶
、
共
済
の
精
神
を
基
調
と
し
た
も
の
で
、
社
会

保
障
の
理
想
と
し
て
、
負
担
は
能
力

K
応
じ
て
、
給
付
は
必
要
K
応
じ
て
で

ど
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
国
保
制
度
の
財
源
と
し
て
の
負
担
形
態
を
確
立

す
る
必
要
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

本
定
例
会
で
審
議
い
た
し
ま
し
た
改
正
案
は
、
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、

所
得
割
の
案
分
率
の
引
き
上
げ
等
は
諸
般
の
値
上
げ

K
伴
う
低
所
得
者
に
対

す
る
負
担
の
軽
減
措
置
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
b
、
応
能
原
則
を
重
視
し
て

ー， 
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比
重
を
置
く
負
担
形
態
は
、
現
行
法
k
b
け
る
負
担
の
公
平
性
の
原
則
か
ら

は
理
想

K
近
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

国
民
皆
保
険
の
国
保
制
度
は
、
低
所
得
者
、
老
人
加
入
者
の
割
合
が
高
く
、

し
た
が
っ
て
国
会
k
b
い
て
審
議
い
・
た
し
て
b
り
ま
す
老
人
保
健
法
案
の
早

期
成
立
、
医
療
費
支
払
い
方
式
の
是
正
を
中
心
と
し
た
国
の
制
度
の
抜
本
的

見
直
し
が
必
要
と
強
〈
訴
え
、
以
上
の
理
由
を
も
ョ
て
原
案
K
賛
成
を
い
た

し
ま
す
。

O
議
長
(
林
豊
君
)
以
上
で
一
二
番
議
員
栗
原
一
雄
君
の
討
論
を
終
わ

D

ま
す
。他

に
討
論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i

|
討
論
左
し
と
認
め
ま
す
。

以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

採

決

-90ー

O
議

長

(

林

豊

君

)

と

れ

よ

D
採
決
い
た
し
ま
す
。

這
採
決
は
分
割
し
て
行
い
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
三
十
一
号

K
つ
い
て
起
立

K
よ
b
採
決
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
三
十
一
号
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
h
y
ま
す
。

本
案
を
委
員
長
の
報
告

H

・P・-
b
り
可
決
す
る
と
と

K
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を

求
め
ま
す
。

(
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
起
立
多
数
で
あ

b
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
三
十
一
号

館
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て

は
原
案
ど

b
b
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
三
十
五
号
及
び
議
案
第
三
十
四
号
の
各
議
案
を
一
括
し

て
採
決
い
た
し
ま
す
。

￥道民
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可

、

議
案
第
三
十
五
号
及
び
議
案
第
三
十
四
号
の
各
議
案

K
つ
い
て
の
委
員
長

の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
b
ま
す
。

各
議
案
を
委
員
長
の
報
告
ど

-
b
b
可
決
す
る
と
と
に
御
異
議
あ

b
ま
ぜ
ん

力
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
る
り
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
ま
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
三
十
五

号
及
び
議
案
第
三
十
四
号
の
各
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
な

b
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

議

案

上

程

の

O
議
長
(
林
豊
君
)
日
程
第
二
、
議
案
第
三
十
二
号
館
山
市
立
博
物
館
設

置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
報
告

O
議
長
(
林
豊
君
)
・
た
だ
い
ま
議
題
と
な

b
ま
し
た
議
案
第
三
十
二
号
は

去
る
六
月
二
十
二
日
の
本
会
議
k
b
い
て
文
教
民
生
委
員
会

K
付
託
さ
れ
た

も
の
で
る

b
ま
す
。

よ
っ
て
、
と
れ
よ
h
M
議
案
第
三
十
二
号
K
対
す
る
文
教
民
生
委
員
会
k
b

け
る
審
査
の
経
過
並
び

K
結
果
に
つ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
古
賀
礼
四
郎
君
。
御
登
壇
願
い
ま
す
。

(
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
古
賀
礼
四
郎
君
登
壇
)
(
拍
手
)

O
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
(
古
賀
礼
四
郎
君
)
去
る
六
月
二
十
二
日
開
会

の
本
会
議
k
b
き
ま
し
て
文
教
民
生
委
員
会
K
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
第
三

十
二
号
館
山
市
博
物
館
設
置
条
例
の
制
定
K
つ
き
ま
し
て
は
、
六
月
二
十
三

日
委
員
会
を
招
集
し
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
原
案
ど

b
b
可
決
す

-・“、"-ヨb . 

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

次
K
、
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果

K
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
と
の
条
例
に
つ
い
て
は
、
安
全
管
理
の
面
で
何
の
規
定
も
さ
れ
て

い
左
い
が
と
の
質
聞
に
対
し
、
今
後
作
成
さ
れ
る
規
則
の
中
で
対
処
し
て
い

〈
と
の
と
と
で
あ
h
y
、
ま
た
市
以
外
へ
の

P

R
は
ど
の
よ
う
に
予
定
し
て
い

る
か
と
の
聞
い
に
対
し
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
一
千
枚
を
作
製
、
配
布
す
る
つ
も

b
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

b
-ま
し
た
。

次

K
、
城
祭
り
、
桜
祭

D
な
ど
で
無
料
開
放
す
る
よ
う
考
え
て
い
な
い
か

と
の
質
問

K
対
し
て
は
、
文
化
の
日
は
無
料
と
い
う
と
と
も
考
慮
し
て
い
る
。

ま
た
、
開
館
後
市
民
K
優
待
券
を
出
す
と
と
も
考
え
て
い
る
と
の
回
答
が
あ

b
ま
し
た
。

ま
た
、
城
の
名
称
は
決
ま
ョ
た
の
か
、
愛
称
を
つ
け
た
ら
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
名
称
は
あ
く
ま
で
建
設
の
過
程
で
補
助
金
と
の
関
連
も
あ
b
、
館
山

市
立
博
物
館
と
す
る
。
愛
称
は
公
式

K
つ
け
る
べ
き
も
の
で
左
〈
、
観
光
面

で
、
市
民
の
聞
か
ら
hv
の
ず
か
ら
つ
け
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
と
と

K
念
れ

ほ
、
そ
の
時
点
で
決
ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
、
の
答
弁
が
あ

b
ま
し
た
。

次
に
、
観
覧
料
K
つ
い
て
、
無
料
に
で
き
な
い
か
と
の
質
問

K
対
し
て
、

県
立
安
一
一
芳
博
物
館
を
含
め
て
千
葉
県
、
東
京
都
の
博
物
館
は
常
設
展
の
場
合

は
無
料
、
そ
の
他
は
五
十
円
か
ら
二
百
円
程
度
を
徴
収
し
て
い
る
。
ま
た
、

県
内
k
b
い
て
は
二
カ
所
が
有
料
で
あ
h
y
、
加
曽
利
貝
塚
が
大
人
四
十
円
、

子
供
二
十
円
、
ま
た
野
田
資
料
館
が
大
人
十
円
、
子
供
五
円
で
あ
る
。
い
ま

の
と
と
ろ
一
応
予
定
し
て
い
る
額
で
ス
タ
ー
ト
し
て
種
々
反
応
を
見
な
が
ら

検
討
し
た
い
と
の
と
と
で
、
念
る
べ
〈
低
額
K
ず
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

次
K
、
展
示
す
る
資
料
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
と
の
質
問

K
は
、
分
館
で

は
八
犬
伝
関
係
の
浮
世
絵
、
草
紙
等
で
百
十
八
点
、
本
館
で
は
塁
見
関
係
で
五

-91-



百
点
程
度
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

b
ま
し
た
。

次

K
、
と
の
条
例
の
第
一
条

K
書
い
て
あ
る
市
の
歴
史
と
い
う
表
現
は
あ

い
ま
い
で
適
切
で
な
い
と
思
う
が
と
の
聞
い

K
対
し
、
と
れ
は
館
山
市
の
置

か
れ
て
い
る
地
域
の
歴
史
で
あ
る
と
の
説
明
で
、
そ
れ
で
は
同
第
一
条
の
レ

ク
リ
ェ

l
シ
ョ
ン

K
つ
い
て
は
ど
う
い
う
内
容
を
指
す
の
か
と
の
問
い

K
対

し
、
歴
史
散
歩
と
い
ョ
た
よ
う
な
も
の
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
と
と
で
ど

ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
博
物
館
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
職
員
の
資
質
の
向
上
、
研
究
の
水

準
と
い
う
も
の
が
大
切
で
あ
る
が
、
職
員
の
配
置

K
つ
い
て
ど
の
よ
う

K
考

え
て
い
る
か

K
つ
い
て
は
、
文
部
省
で
示
し
て
い
る
好
ま
し
い
運
営
基
準
で

は
六
人
以
上
の
学
芸
員
と
左
ョ
て
い
る
が
、
現
在
は
準
備
の
段
階
で
あ

b
、

四
人
の
職
員
で
資
料
の
収
集

K
あ
た
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ

b
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
教
育
と
の
兼
ね
合
い
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

K
つ
い
て
は
、

教
育
の
一
環
と
し
て
積
極
的

K
取

D
入
れ
て
い
く
と
の
説
明
が
あ

D
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

K
博
物
館
運
営
協
議
会
の
設
置

と
そ
の
構
成
は
ど
の
よ
う

K
考
え
て
い
る
か
と
の
質
問
が
あ
り
、
県
下
で
は

十
名
程
度
が
平
均
で
あ
り

F

、
学
校
教
育
関
係
者
、
社
会
教
育
関
係
者
、
学
識

経
験
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
当
博
物
館
も
本
館
設
置
の
時
期

K
協
議
会
を

組
織
す
る
予
定
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

b
ま
し
た
。

次

K
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製
作
費
の
た
め

K
観
覧
料
を
取
る
の
は
好
ま
し

く
な
い
、
特
に
本
館

K
つ
い
て
は
施
設
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
無
料
で
よ
く
、

バ
ン
プ
レ
ッ
ト

K
つ
い
て
は
観
覧
料
の
意
味
で
な
く
特

K
希
望
す
る
人

K
販

売
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問

K
対
し
て
、
博
物
館
は
社
会
教
育

と
し
て
の
施
設
を
利
用
す
る
と
い
う
受
益
が
る
る
わ
け
で
、
ま
た
観
光
的
左

要
素
も
あ
り
、
受
益
者
負
担
の
考
え
を
入
れ
て
も
差
し
支
え
左
い
と
考
え
て

ー， 
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い
る
と
の
答
弁
が
あ

b
ま
し
た
。

次

K
、
開
館
時
間
、
休
館
日
に
つ
い
て
は
の
聞
い

K
対
し
て
は
、
午
前
九

時
開
館
、
午
後
四
時
三
十
分
開
館
、
特

K
冬
期

K
は
四
時
と
し
た
い
。
ま
た

休
館
日
は
火
耀
日
と
予
定
し
て
い
る
と
の
と
と
で
あ

b
ま
し
た
。

以
上
、
本
委
員
会
の
審
査
の
概
要
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
満
場

の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
な
願
い
申
し
上
げ
、
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長

報
告
と
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
林
豊
君
)
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
わ

b
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告

K
つ
い
て
御
質
疑
を
願
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ

い
ま
せ
ん
か
。
|
|
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
以
上
で
質
疑
を
終

結
い
た
し
ま
す
。

討

論
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O
議

長

(

林

と

れ

よ

b
討
論

K
入
-D
ま
す
。

通
告
が
あ
h
y
ま
す
の
で
発
言
を
許
し
ま
す
。

一
番
議
員
神
田
守
隆
君
。
御
登
壇
願
い
ま
す
。

(
一
番
議
員
神
田
守
隆
君
登
壇
)

O
一
番
(
神
田
守
隆
君
)
議
案
第
三
十
二
号
館
山
市
立
博
物
館
設
置
条
例
の

制
定

K
つ
い
て
反
対
の
討
論
を
い
た
し
ま
す
。

博
物
館
法
は
、
公
立
博
物
館
で
は
入
館
料
を
無
料
と
す
る
の
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
。
事
実
、
県
内
の
登
録
博
物
館
で
は
国
公
立
十
舘
の
う
ち
有
料
は

千
葉
市
の
加
曽
刺
貝
塚
博
物
館
の
大
人
四
十
円
、
子
供
二
十
円
、
野
田
市
郷

土
博
物
舘
の
大
人
十
円
、
子
供
五
円
の
二
館
で
あ
る
と
の
市
当
局
の
説
明
が

る
b
ま
し
た
が
、
と
れ
ら
の
と
と
か
ら
見
て
も
大
人
百
円
、
子
供
五
十
円
と

い
う
の
は
、
観
光
施
設
左
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
公
立
博
物
館
と
し
て
は
有
料
と

豊
君
)
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て
も
、
特
別

K
高
い
入
館
料
と
左
っ
て
い
ま
す
。

博
物
館
は
、
市
民
が
郷
土
の
歴
史
や
民
俗
な
ど
を
実
物
を
通
し
て
自
己
教

育
す
る
場
で
も
あ
b
ま
す
。
図
書
館

K
行
く
気
軽
さ
で
市
民
が
行
け
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
左
い
と
考
え
ま
す
。

市
の
文
化
財
保
護
行
政
は
大
変
に
遅
れ
て
い
る
、
そ
れ
だ
け
K
、
博
物
館

を
拠
点
と
し
、
地
域
の
歴
史
や
民
俗
へ
の
市
民
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
〈
と

と
は
、
と
う
し
た
施
策
の
発
展
の
上
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

博
物
館
を
観
光
施
設
の
ど
と
く
み
な
し
、
そ
と
か
ら
幾
ば
く
か
の
収
益
を

期
待
す
る
な
ど
、
博
物
館
の
あ

b
方
を
根
本
的
K
否
定
す
る
も
の
で
あ
b
、

博
物
館
法
の
趣
旨
K
反
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

博
物
館
設
置
条
例
の
必
要
性
は
言
う
ま
で
も
る

D
ま
せ
ん
が
、
観
覧
料
の

問
題
は
運
営
の
基
本
問
題
で
あ
h
y
、
そ
の
無
料
化
を
強
く
主
張
い
た
し
ま
し

て
、
反
対
討
論
と
い
た
し
主
す
。

O
議
長
(
林
豊
君
)
以
上
で
一
番
議
員
君
の
討
論
を
終
わ

b
ま
す
。

以
上
で
通
告
者
に
よ
る
討
論
を
終
わ

b
ま
す
。

通
告
を
し
な
い
議
員
で
討
論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
|
|
討
論
左
し
と
認

め
ま
す
。
以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

採

決

O
議

長

(

林

豊

君

)

と

れ

よ

b
採
決
い
た
し
ま
す
。

採
決
は
起
立

K
よ
b
行
い
ま
す
。

議
案
第
三
十
二
号

K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
b
ま
す
。

本
案
を
委
員
長
の
報
告
ど
な

D
可
決
す
る
と
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を

求
め
ま
す
。

(
賛
成
者
起
立
)

-号、-5 . 

O
議
長
(
林
豊
君
)
起
立
多
数
で
る

D
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
三
十
二
号

館
山
市
立
博
物
館
設
置
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
は
原
案
ど

b
b
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

議

案

の

上

程

O
議

長

(

林

豊

君

)

次

K
、
日
程
第
三
、
議
案
第
三
十
三
号
館
山
市
市
営

住
宅
の
設
置
及
び
管
理

K
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
報
告

O
議
長
(
林
豊
君
)
た
だ
い
ま
議
題
と
左

D
ま
し
た
議
案
第
三
十
三
号
は

去
る
六
月
二
十
二
日
の
本
会
議
に
な
い
で
建
設
経
済
委
員
会

K
付
託
さ
れ
た

も
の
で
あ

b
ま
す
。

よ
ョ
て
、

ζ

れ
よ

D
議
案
第
三
十
三
号

K
対
す
る
建
設
経
済
委
員
会
k
b

け
る
審
査
の
経
過
並
び

K
結
果
K
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
石
井
謀
君
。
御
登
壇
願
い
ま
す
o
e

(
建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
石
井
謀
君
登
壇
)

O
建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
(
石
井
謀
君
)
去
る
六
月
二
十
二
日
の
本
会

議
k
b
き
ま
し
て
建
設
経
済
委
員
会

K
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
第
三
十
三
号

館
山
市
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

K
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

K
つ
い
て
、
去
る
二
十
四
日
建
設
経
済
委
員
会
を
招
集
し
、
議

案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
経
過
並
び
に
結
果
K
つ
い
て
御
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
の
慎
重
念
る
審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、
全
員
一
致
原
案

ど
h
v
b
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
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次

K
、
審
査
の
経
過
K
つ
い
て
主
念
事
項
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
収
入
基
準
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
改
正
で
あ
る
が
、
現
在

入
居
し
て
い
る
者
の
中
K
は
と
の
入
居
基
準
を
超
過
す
る
者
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
と
れ
ら
K
対
し
て
は
ど
の
よ
う
K
対
応
し
て
い
く
か
尋
ね
た
と

と
ろ
、
市
営
住
宅
K
入
居
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
三
年
ご
と

K
収
入
K
関

す
る
報
告
を
徴
し
、
そ
れ

K
よ

D
基
準
を
超
過
し
た
者
に
つ
い
て
は
割
増
賃

料
を
徴
収
し
て
い
る
。
念
h
F

、
高
額
所
得
者
K
つ
い
て
は
明
け
渡
し
請
求
を

い
た
し
て
b
る
旨
の
説
明
が
あ
h
y
ま
し
た
。

以
上
、
建
設
経
済
委
員
会
K
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
K
つ
い
て
、
本
委
員

会
の
審
査
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

何
と
ぞ
満
場
の
御
賛
同
を
賜

D
ま
す
よ
う
な
願
い
申
し
上
げ
、
建
設
経
済

委
員
会
委
員
長
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
林
血
友
君
)
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
わ

b
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
に
つ
い
て
御
質
疑
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

iー

御
質
疑
左
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

と
れ
よ

D
討
論
K
入
り
ま
す
。

通
告
は
る

b
ま
せ
ん
で
し
た
。
討
論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
|
|
討
論
な

し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

採

決

O
議

長

(

林

豊

君

)

と

れ

よ

b
採
決
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
三
十
三
号
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
b
ま
す
。

本
案
を
委
員
長
の
報
告
ど

b
b
可
決
す
る
と
と
K
御
異
議
る

b
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
ョ
て
議
案
第
三
十
三

』， 

e 通L戸、F

-

... 

号
館
山
市
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

K
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
は
原
案
ど
な

b
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請

願

書

の

上

程

O
議
長
(
林
豊
君
)
日
程
第
四
、
請
願
第
一
号
地
域
の
公
共
交
通
確
保
に

関
す
る
請
願
書
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
報
告

O
議
長
(
林
豊
君
)
た
だ
い
ま
議
題
と
な

b
ま
し
た
請
願
書
は
、
去
る
三

月
招
集
の
定
例
会
K
む
い
て
総
務
委
員
会
K
付
託
、
継
続
審
査
K
付
さ
れ
た

も
の
で
あ

D
ま
ず
。

よ
っ
て
、
と
れ
よ

b
本
請
願
に
対
す
る
総
務
委
員
会
k
b
け
る
審
査
の
経

過
並
び
に
結
果
K
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
横
溝
功
君
。
獅
登
壇
願
い
ま
す
。

(
総
務
委
員
会
委
員
長
横
溝
功
君
登
壇
)

O
総
務
委
員
会
委
員
長
(
横
溝
功
君
)
誇
願
書
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
御

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
総
務
委
員
会
K
付
託
さ
れ
て
が

b
ま
し
た
請

願
第
一
号
k
b
き
ま
し
て
は
、
六
月
二
十
三
日
の
委
員
会

K
-沿
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
と
と
ろ
、
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

何
と
ぞ
満
場
の
御
賛
同
を
賜
b
ま
す
よ
う
-P
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
総
務

委
員
会
委
員
長
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
林
豊
君
)
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
わ
h
y
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
K
つ
い
て
御
質
疑
は
あ

b
ま
せ
ん
か

o
l
l
-
御

質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。
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十

4、
干 円 こ f

. 、五

と
れ
よ

b
討
論

K
入
b
ま
す
。

通
告
は
る

b
ま
せ
ん
で
し
た
。
討
論
は
あ

D
ま
せ
ん
か
。

i
l
討
論
念
し

と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

採

決

O
議
長
〈
林
豊
君
)
と
れ
よ

b
採
決
い
た
し
ま
す
。

請
願
第
一
号
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
採
択
で
あ
b
ま
す
。

請
願
第
一
号
を
委
員
長
の
報
告
ど
な

b
採
択
と
決
し
ま
す
と
と

K
御
異
議

あ
b
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
)

O
議
長
(
林
豊
君
〉
御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
請
願
第
一
号
は

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

日

程

方日

追

の

O
議
長
(
林
豊
君
)

h

g

諮
b
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
請
願
第
一
号
に
付
帯
し
て
、
発
議
案

第
三
号
地
方
陸
上
公
共
交
通
確
保
K
関
す
る
意
見
書
K
つ
い
て
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

と
の
際
、
本
発
議
案
を
日
程

K
追
加
し
、
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
と
れ

K
御
異
議
あ
-D
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
る
h
y

〉

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
乏
し
と
認
め
ま
す
。
よ
ョ
て
本
案
を
日
程
に

追
加
し
、
議
題
と
す
る
と
と

K
決
定
し
ま
し
た
。

議

案

上

程

の

O
議
長
(
林

豊
君
〉

発
議
案
第
三
号
地
方
陸
上
公
共
交
通
確
保
K
関
す
る

十1

司、，
三b

‘ 

. ， 

意
見
書
K
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
。

(
議
案
配
付
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
配
付
漏
れ
は
あ
b
ま
せ
ん
か
。

l
i
配
付
漏
れ
な
し

と
認
め
ま
す
。

議
案
の
朗
読
を
願
い
ま
す
。

(
書
記
朗
読
〉

O
議
長
〈
林
豊
君
)
朗
読
は
終
わ

b
ま
し
た
。

議

案

の

内

容

説

明

O
議
長
(
林
豊
君
)
議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

(
四
番
議
員
横
溝
功
君
登
壇
)

O
四
番
(
横
溝
功
君
)
発
議
案
第
三
号
地
方
陸
上
公
共
交
通
確
保
K
関
す

る
意
見
書
K
つ
い
て
提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
た
だ
い
ま
採
択
さ
れ
ま
し
た
請
願
書
の
趣
旨
を
体
し
ま
し
て
提

出
い
た
し
た
も
の
で
あ
b
ま

す

。

，

御
承
知
の
と

b
b
、
最
近
の
モ
ー
タ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
急
速
ま
進
展
等
K

よ
b
ま
し
て
、
地
方
k
h
v
き
ま
す
陸
上
公
共
交
通
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て

b
b
ま
し
て
、
本
市
k
h
v
き
ま
し
で
も
国
の
地
方
パ
ス
路
線
運
行
維
持
対
策

要
綱

K
基
づ
い
て
地
方
パ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金
要
綱
を
制
定
し
、
生
活
パ

ス
路
線
の
維
持

K
努
め
て
な

D
ま
す
。

と
と
ろ
が
、
国
k
b
き
を
し
て
は
、
第
三
種
生
活
路
線
K
対
し
ま
す
補
助

打
ち
切

b
を
示
唆
し
て
必
り
ま
す
の
で
、
と
の
際
地
域
住
民
の
需
要

K
応
じ
た

公
共
交
通
を
維
持
、
整
備
す
る
観
点
か
ら
、
安
定
的
念
財
源
を
は
じ
め
総
合

的
念
施
策
の
確
立
を
要
望
い
た
し
た
〈
、

b
手
元
K
配
付
の
と

h
v
b
七
名
の
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賛
成
者
を
得
ま
し
て
本
案
を
提
出
い
た
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

何
と
ぞ
満
場
の
御
賛
同
を
賜

b
ま
す
よ
う
沿
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
提
案

理
由
の
説
明
と
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
林
豊
君
)
説
明
は
終
わ

b
ま
し
た
。

御
質
疑
を
願
い
ま
す
。

i
i
御
質
疑
左
し
と
認
め
ま
す
。

委
員
会
付
託
の
省
略

O
議

長

(

林

豊

君
)

-

P
諮

D
い
た
し
ま
す
。

本
案

K
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び
に
討
論
省
略
、
直
ち

K
採
決
す
る

と
と

K
御
異
議
あ

D
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

採

決

O
議

長

(

林

豊

君

)

と

れ

よ

b
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
ど

b
b
可
決
す
る
と
と

K
御
異
議
る

D
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
t
u
b
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
ど

h
v
b
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
、

議

上

程

案

の

O
議
長
(
林
豊
君
)
日
程
第
五
、
発
議
案
第
四
号
日
中
国
交
正
常
化
十
周

年
を
祝
賀
し
、
中
国
及
び
養
父
母

K
感
謝
す
る
決
議

K
つ
い
て
を
議
題
と
い

た
し
ま
す
。

議
案
の
朗
読
を
願
い
ま
す
。

宅，

進 .

L 

2忌

'"' 

(
書
記
朗
読
〉

O
議
長
(
林
豊
君
)
朗
読
は
終
わ

b
ま
し
た
。

議

案

の

内

容

説

明

O
議
長
(
林
豊
君
)
提
出
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

(
一
二
番
議
員
栗
原
一
雄
君
登
壇
)

O
一
一
一
番
(
栗
原
一
雄
君
)
発
議
案
第
四
号
日
中
国
交
正
常
化
十
周
年
を
祝

賀
し
、
中
国
及
び
養
父
母

K
感
謝
す
る
決
議

K
つ
い
て
提
案
理
由
を
御
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

中
国
在
住
日
本
人
孤
児
K
よ
る
肉
親
捜
し

K
つ
き
ま
し
て
は
、
戦
後
三
十

数
年
を
経
た
今
日
、
私
た
ち
は
強
い
衝
撃
を
受
け
る
と
と
も

K
、
本
問
題
の

解
決
は
国
民
的
課
題
で
る
る
と
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

御
承
知
の
と

b
b
、
本
年
は
日
中
国
交
が
回
復
さ
れ
て
十
年
目
を
迎
え
た

と
の
際
、
本
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
十
周
年

K
祝
意
を
表
し
、
中
国
及

び
養
父
母

K
感
謝
す
る
決
議
を
い
た
し
た
〈
、

hv
手
元
K
配
付
の
と
な

b
六

名
の
賛
成
者
を
得
ま
し
て
本
案
を
提
出
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

満
場
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
必
願
い
い
え
し
ま
し
て
、
提
案
理
由
の

説
明
と
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
林
豊
君
)

質

一%ー

説
明
は
終
わ
h
p
ま
し
た
。

疑

応

答

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
質
疑
を
願
い
ま
す
。

O
一
九
番
(
石
井
輝
久
君
)
一
点
御
質
問
申
し
上
げ
ま
す
。

中
国
と
い
う
の
は
、
大
陸
を
指
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
国
家
を
指
し

て
い
る
の
か
。
一
点
だ
け
な
伺
い
し
ま
す
。

4劃h

‘& 
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開

4阜、

9・・、 . 、

曹

、ー
O

一
一
一
番
(
栗
原
一
雄
君
)

国
を
指
し
て
な

b
ま
す
。

O

一
九
番
(
石
井
輝
久
君
)
中
国
と
い
う
国
家
の
存
在
は
、
ま
あ
通
称
で
ど

ざ
い
ま
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
正
確
で
は
な
い
。
正
確
を
期
ナ
走
ら
、
国
家
と

す
る
な
ら
ば
、
中
華
人
民
共
和
国
と
い
う
国
家
し
か
存
在
し
ま
せ
ん
。

hv
伺

い
し
ま
す
。

o
一
一
一
番
(
栗
原
一
雄
君
)
と
れ
ら
の
問
題
K
つ
き
ま
し
て
は
、
千
葉
県
が

い
わ
ゆ
る
全
固
に
先
が
け
ま
し
て
、
最
初
に
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
と
b

b
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
御
承
知
の
と

b
b
、
中
国
の
養
父
母

K
感

謝
し
よ
う
、
と
う
い
っ
た
実
行
委
員
会
が
す
で

K
結
成
さ
れ
て

b
b
ま
す
の

で
、
本
市
に
な
き
ま
し
で
も
中
国

l
l
県
と
全
〈
同
じ
よ
う
な
形
を
と
っ
た

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

O
一
九
番
(
石
井
輝
久
君
)
国
家
を
指
す
と
す
る
左
ら
は
、
略
称
で
は
大
変

失
礼
で
す
。
千
葉
県
が
ど
う
あ
ろ
う
と
、
館
山
市
議
会
は
、
国
家
を
指
す
と

す
る
な
ら
ば
、
略
称
の
菌
家
は
大
変
失
礼
な
と
と

K
な
b
ま
す
。
中
華
人
民

共
和
国
|
|
国
家
を
指
す
と
す
る
な
ら
ば

l
lと
す
べ
き
で
あ
る
う
と
思
い

ま
す
。
御
見
解
を
b
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

O

一
一
一
番
(
栗
原
一
雄
君
〉
社
会
通
念
と
し
て
は
と
の
よ
う

K
申
し
上
げ
て

h
v
b
ま
す
。

o
一
九
番
(
石
井
輝
久
君
)
社
会
通
念
で
:
:
:
。
一
つ
の
国
交
を
持
っ
た
正

式
の
国
家
を
略
称
で
指
す
と
は
大
変
先
方
の
国
家

K
対
し
て
ー
ー
と
と

K
と

れ
は
感
謝
す
る
と
と
で
あ
b
ま
す
の
で
、
改
め
て
訂
正
を
要
求
い
た
し
ま
す
。

国
家
を
指
す
な
ら
ば
。

O
一
一
一
番
(
栗
原
一
雄
君
)
国
会
k
b
き
ま
し
で
も
日
中
と
い
う
表
現
を
使

ヨ
て
b
h
y
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う

K
い
た
し
ま
し
た
。

と
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
園
、

と
の
よ
う

K

4 

主戸

O
議
長
(
林
豊
君
)
一
九
番
議
員
君

K
申
し
上
げ
ま
す
。

所
定
の
三
回
の
回
数
を
超
え
て
h
v
b
ま
す
の
で
、
暫
時
休
憩
を
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
議
選
を
・
砂
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
「
社
会
通
念
じ
ゃ
だ
め
だ
よ
」
、
「
諮
れ
ば
い
い
じ
ゃ
左
い
か
」

と
呼
ぶ
者
る
h
l
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
静
粛
に
願
い
ま
す
。

以
上
で
一
九
番
議
員
君
の
質
疑
を
終
わ

b
ま
す
。

他

K
御
質
疑
は
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

〈
「
議
長

A

休
憩
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
暫
時
休
憩
い
え
し
ま
す
。

午

前

十

一

時

二

分

休

憩

午

前

十

一

時

十

分

再

開

O
議

長

(

林

豊

君

)

休

憩

前

K
引
き
続
き
会
議
を
聞
き
ま
す
。

O

一
一
一
番
(
栗
原
一
雄
君
)
た
だ
い
ま
の
発
議
案
第
四
号

κつ
き
ま
し
て
、

賛
成
者
を
招
集
い
え
し
-
ま
し
て
な
諮

D
い
た
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
原
案
の
と

b
り
と
い
た
し
ま
し
て
一
訂
正
の
意
思
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
。
以
上
で
ど
ざ
い

一切ー

ま
す
。

O

一
九
番
(
石
井
輝
久
君
〉
発
案
者
、
提
出
者
の
一
致
し
た
御
意
見
で
あ
る

ょ
う

K
承
っ
た
ん
で
、
了
解
を
い
た
し
ま
し
た
。

O
議

長

(

林

豊

君

)

他

K
御
質
疑

t
u
b
ま
せ
ん
か
。

l
|』
御
質
疑
念
し
と

認
め
ま
す
。
よ
っ
て
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。

委
員
会
付
託
の
省
略

O
議

長

(

林

豊

君

)

が

諮
h
y
い
た
し
ま
す
。

本
案
K
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び

K
討
論
省
略
、
直
ち

K
採
決
す
る



と
と
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
ま
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

採

決

O

議

長

(

林

豊

君

)

と

れ

よ

D
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
ど
h
v
b
可
決
す
る
と
と
に
御
異
議
あ
・
9
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
乏
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
)

O
議
長
(
林
豊
君
〉
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
ど

h
F
b
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
、

動

議

O
二
三
番
(
菊
井
敏
博
君
)

ζ

の
際
、
動
議
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
わ
が
国
の
経
済
は
国
際
環
境
等
の
変
化
K
よ
b
安
定
成
長
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
国
民
を
取

b
巻
〈
環
境
も
常
K
変
化
し
、
行
政
K
対
す
る
住
民

要
望
も
と
れ

K
呼
応
し
、
時
代
の
進
展

K
伴
い
行
政
の
見
直
し
が
要
請
さ
れ

地
方
行
政
も
減
量
化
、
効
率
化
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

本
市
議
会
も
、
議
会
の
立
場
か
ら
議
員
定
数
の
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
と
の
際
十
二
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
議
員
定
数
調
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
と
れ

K
付
託
の
上
、
調
査
、
検
討
さ
れ
る
よ
う
望
み

ま
す
。な

念
、
調
査
期
間

K
つ
き
ま
し
て
は
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
さ
れ
ま
す

よ
う
重
ね
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

何
と
ぞ
満
場
の
御
賛
同
を
賜
-D
ま
す
よ
う
と
と

K
動
議
を
提
出
い
た
し
ま

』. 

通，
. '-

-. 

す。

(
「
賛
成
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

O
一
九
番
(
石
井
輝
久
君
)
緊
急
動
議
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

(
「
動
議
だ
ぞ
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

O
議
長
〈
林
豊
君
)
動
議
は
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

O

一
九
番
(
石
井
輝
久
君
)
動
議
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
案
件
は
、
き
わ
め
て
重
大
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
と
れ
を
検

討
す
る
た
め

K
暫
時
休
憩
を
求
め
ま
す
。

(
「
賛
成
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

午

前

十

一

時

十

五

分

休

憩

午

後

一

時

四

十

三

分

再

開

O
議
長
(
林
豊
君
)
午
後
の
出
席
議
員
数
二
十
六
名
、
休
憩
前

K
引
き
続

き
会
議
を
開
き
ま
す
。

-98-

日

程

追

方日

の

O
議
長
〈
林
豊
君
)

h

v
諮
b
い
た
し
ま
す
。

と
の
際
、
二
三
番
議
員
君
の
動
議
を
日
程

K
追
加
し
、
議
題
と
す
る
と
と

K
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
起
立
多
数
で
あ
b
ま
ず
。
よ
っ
て
と
の
際
本
動
議
を

日
程
K
追
加
し
、
議
題
と
す
る
と
と
に
決
し
ま
し
た
。

議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
・
付
託

O
議
長
(
林

本
動
議
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

豊
君
)

室効R
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hv
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
動
議
の
と

b
b
決
す
る
と
と

K
賛
成
の
諸
君
の

起
立
を
求
め
ま
す
。

(
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
起
立
多
数
で
る

b
ま
ず
。
よ
っ
て
本
動
議
は
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

(
「
異
議
あ
り
、
起
立
少
数
」
と
呼
ぶ
者
る

b
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
本
動
議
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

暫
時
休
憩
を
い
た
し
ま
す
。

午

後

一

時

四

十

四

分

休

憩

午

後

五

時

十

三

分

再

開

O
議

長

(

林

豊

君

〉

休

憩

前

K
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

日

程

の

追

方日

O

議

長

(

林

豊

君

)

な

諮

b
を
い
た
し
ま
す
。

と
の
際
、
会
期
延
長
の
件
を
日
程

K
追
加
し
、
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
と
れ

K
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。
一

(
「
異
議
乏
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
〉

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
ョ
て
と
の
際
会
期
延

長
の
件
を
日
程

K
追
加
し
、
議
題
と
す
る
と
と

K
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

会
期
延
長
に
つ
い
て

O
議
長
(
林
豊
君
)
会
期
延
長
の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

hv
諮

b
い
た
し
ま
す
。
今
期
定
例
会
の
会
期
は
六
月
二
十
五
日
ま
で
と
議

決
さ
れ
て

b
b
ま
す
が
、
議
事
の
都
合
K
よ
b
会
期
を
六
月
二
十
六
日
ま
で

一
日
間
延
長
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ

K
御
異
議
あ
b
ま
せ
ん
か
。

4 

毛，

、・， 

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
る
-D
〉

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
会
期
は
六
月
二

十
六
日
ま
で
の
一
日
間
延
長
す
る
と
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

延

長

午
後
五
時
十
四
分
延
会

O
議

長

(

林

豊

君

)

本
日
の
会
議
は
と
れ

K
て
延
会
い
た
し
た
い
と
患
い
ま
す
。

ζ

れ

κ御
車
内

議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
-
D
)

O
議
長
(
林
豊
君
〉
御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

h
F

諮・
9
い
た
し
ま
す
。

念
h
F

、
明
二
十
六
日
は
午
前
十
時
開
会
と
し
、

の
審
議
と
い
た
し
ま
す
。

そ
の
議
事
は
追
加
議
案
等

-99ー

O
本
日
の
会
議

K
付
し
た
事
件

一
、
議
案
第
三
十
一
号
乃
至
議
案
第
三
十
五
号

一
、
請
願
第
一
号

一
、
日
程
の
追
加
・
発
議
案
第
三
号

一
、
発
議
案
第
四
号

一
、
動
議
・
日
程
の
追
加
・
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
、

一
、
日
程
の
追
加
会
期
延
長
K
つ
い
て

付
託
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